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シ
リ
ー
ズ
「
長
浜
の
文
化
財
」
②

自
指
定
重
妥
・
又
仏
財

雪
可

A
劃

多量

工せ一品品

指定年月日 大正7年4月8日

所在地長浜町大字豊茂

所有者出石寺

朝鮮の高麗王朝時代 (~18 -1392年)の製作であるこの銅鐘は、高さ 6 9 crn、径 47_6crnで、龍頭の傍

らに円筒状の旗 さ し の 部 分 が付 けられ、 3列 3重の乳の聞を設け、これを包んで方形に唐革、蓮弁の文 様

が配されています。下部の鐘腹には、中央に仏体の座像をおき、これの両面から鳳風 2体を配した優雅な
tすんこう

文様 が 鋳 出 さ れており、円熟した大陸的様式を見ることがで きます。権衡 (つ りあいの意)、装飾、 音響な

どのい ず れ の 点から見ても、党鐘としてほとんど完 成の域に達しています。



施政方針を表明する西田町長

長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
、
三
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の

A

二
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
西
田
町
長
の
平
成
十
一
年
度
施
政
方
針
表
明
に
引
き
続
き
、
六
人
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
平
成
十
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
五
号
)
、
長
浜
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、
長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
平
成
十
一
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
予
算
、
収
入
役
の
選
任
に
つ
き
議
会

の
同
意
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の
議
案
二
十
五
件
が
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
例
月
出
納
検
査

の
議
会
報
告
案
件
三
件
も
全
て
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

施
政
方
針
、
一
般
質
問
、
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

十
一
年
度
施
政
方
針

ソ
フ
ト
?
ハ
ー
ド
の

均
衡
が
と
れ
た
施
策
を

昨
年
六
月
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
に

際
し
で
は
、
町
内
各
界
・
各
層
よ
り
力

強
い
ご
支
援
を
賜
り
図
ら
ず
も
再
度
町

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
身
に
余

る
光
栄
と
感
じ
て
い
る
と
と
も
に
、
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

第
一
次
産
業
の
停
滞
、
人
口
減
少
、

河
川
改
修
、
ダ
ム
建
設
・
分
水
問
題
、

公
共
事
業
の
遅
延
、
教
育
問
題
、
福
祉

対
策
の
遅
れ
等
、
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
中
、
私
は
「
明
る
く
元
気
な

町
手
つ
く
り
」
を
本
町
の
町
手
つ
く
り
の
根

幹
と
位
置
付
け
、
町
政
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
明

る
く
元
気
な
町
守
つ
く
り
」
を
基
調
に
、

社
会
経
済
情
勢
を
勘
案
し
な
が
ら
、
高

齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
と
充
実
、
塵
芥

処
理
施
設
整
備
、
情
報
公
開
制
度
の
積

極
的
な
推
進
等
に
、
精
力
的
に
組
み
込

こ
ま
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら

に
、
本
町
の
新
し
い
町
づ
く
り
に
お
け

る
、
総
合
的
か
っ
計
両
的
な
町
政
の
指

針
と
し
て
の
「
長
浜
町
総
合
計
両
」
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
都
市
像
、

土
地
利
用
の
方
針
を
決
定
す
る
「
長
浜

町
都
市
計
画
」
の
見
直
し
策
定
を
、
早

急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。町

民
の
皆
さ
ん
が
、
快
適
で
楽
し
さ

に
満
ち
た
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
ソ
フ
ト
・
ハ

i
ド
両

面
の
均
衡
が
同
れ
た
施
策
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

積
極
的
に
整
備
を

推
進
七
た
い

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
町

守
つ
く
り
の
根
幹
を
な
す
重
要
な
施
策
で

あ
り
、
昨
年
同
様
、
第
九
次
港
湾
整
備

七
ヶ
年
計
画
に
沿
っ
た
、
小
型
船
だ
ま

り
、
沖
防
波
堤
の
整
備
を
積
極
的
に
推

進
し
た
い
。
ま
た
、
町
単
独
の
公
共
用

地
造
成
事
業
に
つ
い
て
も
、
県
営
工
事

と
の
整
合
を
凶
り
な
が
ら
早
期
整
備
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
環
境
緑
地
に
つ
い
て
は
、

港
湾
機
能
と
周
辺
住
環
境
と
の
調
和
を

考
慮
し
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
中
核
広
場
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
西
側
に
隣
持
す
る
海
岸
に
つ
い
て

も
、
離
岸
堤
等
の
整
備
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

町
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
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次
に
道
路
行
政
に
つ
い
て
は
、
安
全
・

快
適
で
、
災
害
に
も
強
い
道
マ
つ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

町
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
速
や
か
な
構
築

に
心
が
け
た
い
。
特
に
、
仁
久
地
区
か

ら
国
道
三
七
八
号
聞
に
つ
い
て
は
、
仁

久
地
区
内
の
用
地
買
収
を
順
次
行
い
な

が
ら
改
良
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
中

学
校
か
ら
三
七
八
号
と
の
接
道
部
ま
で

の
地
域
は
、
公
図
が
混
乱
し
早
期
着
手

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
の
で
、
公
凶
訂

正
を
行
い
つ
つ
可
能
な
地
区
か
ら
事
業

実
施
が
で
き
る
よ
う
条
件
整
備
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
主
要
地
方
道
長
浜
中
村
線
に

つ
い
て
も
、
地
域
聞
の
活
発
な
交
流
を県道の早期整備が望まれる仁久地区



支
え
る
重
要
路
線
と
位
置
付
け
、
早
期

整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
町
道
で
は
、

架
橋
を
ム
汁
む
山
一
団
柴
線
宇
の
一
一
級
幹
綜

町
道
を
は
じ
め
、
幹
娘
道
出
網
に
つ
い

て
も
、
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し

て
、
航
次
そ
の
監
怖
を
囚
ブ
世
考
え
で
あ

7
匂
r鋭

官、

九耳疋
ふ三り!七
司王組
きん
たで

良
好
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
碓
保

の
た
め
の
防
災
事
業
に
つ
い
て
は
、
治

山
・
治
水
市
什
口
誌
や
、
地
滑
り
対
策
、
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
対
策
事
足
並
び
に
、

が
け
地
防
災
汁
策
中
業
ν
干
の
諸
事
業
の

導
入
を
凶
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
対
す
る
、
災
言
発
生
川
の
的
確
な

対
応
、
行
動
等
、
防
災
に
関
す
る
知
識

の
普
及
や
啓
発
に
つ
い
て
も
、
鋭
意
取

防
災
対
策
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
が
け
地

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

早
期
完
成

目
指

次
に
、
激
作
事
業
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
豊
中
、
柿
?
、
日
制
地

K
の
い
栄
堤

工
事
に
つ
い
て
は
、
ザ
成
寸
一
レ
什
度
内

に
は
完
成
す
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い

る
。
岡
、
中
地
区
に
つ
い
て
は
、
県
道

改
良
と
併
せ
た
合
併
宅
防
事
業
と
し
て
、

本
年
三
月
に
一
部
着
手
し
早
期
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。

大
和
地
区
に
つ
い
て
は
、
早
川
川
若
手

で
き
る
よ
う
地
元
と
の
協
議
を
豆
ね
て

い
き
た
い
と
で
え
て
お
り
、
一
般
改
修

事
業
で
進
め
で
い
る
仁
久
地
区
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
一
年
度
中
に
川
地
い
史
的
、

物
件
移
転
を
合
一
J
L
、
じ
山
什
に
若
手
で

き
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

間

町 f
民の
のヘな

と総 r必
ず意半日

の 断
中と
で

続
い
て
、
山
鳥
坂
タ
ム
建
設
及
ぴ
小

予
分
水
問
題
は
、
当
町
に
し
ノ
て
っ
て
料
め

て
重
大
な
同
開
で
あ
り
、
町
民
の
刊
〉
一
戸
一

ん
全
て
が
大
き
な
問
、
心
と
危
恨
の
念
を

抱
い
て
お
ら
れ
る

J

こ
の
問
題
は
、
行
政
、
議
会
、
町
民

が
懸
念
事
項
の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、 て

築堤工事力、進む田測地区

間
違
い
の
な
い
判
断
と
町
民
の
総
意
の

中
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
ぶ
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
確
信
を
し
て
お
り
、
行

政
の
使
命
と
し
て
も
、
で
き
る
限
り
の

努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
与

え
て
い
る
。
私
と
し
て
は
、
当
町
阿
有

の
問
題
は
問
題
と
し
て
、
肱
川
流
域
の

問
題
は
流
域
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
整
理

し
な
が
ら
、
確
同
た
る
安
勢
の
中
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
て

産
業
振
興
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
出
業
に
対

し
て
は
、
導
入
可
能
な
閏
・
県
の
出
前

を
で
き
る
限
り
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

町
単
独
事
業
と
合
わ
せ
、
関
係
組
合
と

の
連
携
を
需
に
し
清
一
極
的
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
農
業
に
つ
い
て
は
、
相
橘
選
果

施
設
の
導
入
を
は
じ
め
、
圏
内
作
業
道

の
笠
備
や
認
定
農
業
者
の
確
保
及
び
、

民
地
の
流
動
化
等
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
四
月
か
ら

愛
綬
た
い
き
農
業
協
同
組
合
が
ス
タ
ー

ト
す
る
が
、
組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
と
地
域
活
性
化
を
期
待
し
、
川
能
な

限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
、
林
業
に
つ
い
て
は
、
計
両
的

な
保
育
、
除
間
伐
事
業
の
推
進
と
、
幹

一
市
林
道
の
団
設
や
特
用
林
産
物
で
あ
る

椎
茸
の
優
良
櫨
駒
の
導
入
等
を
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

漁
業
に
つ
い
て
は
、
魚
礁
、
築
い
そ

の
市
一
成
に
よ
る
生
産
基
盤
整
備
や
、
稚

魚
H
の
小
間
育
成
と
放
流
事
業
に
よ
り

良
好
な
漁
場
の
確
保
を
阻
る
と
と
も
に
、

安
全
か
っ
快
適
な
漁
港
の
構
築
を
目
指

し
て
い
き
た
い
の
一

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
潤
い
と
活
力

に
満
ち
た
商
自
衛
マ
つ
く
り
を
目
指
し
た

桂
芝
の
改
善
や
地
蚊
振
興
事
業
等
に
対

し
、
同
仁
会
を
通
じ
て
支
援
す
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
枠
の

拡
大
を
凶
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
特
に
、

問
月
か
ら
地
域
振
興
券
交
付
事
業
が
実

施
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
町
の
地

域
経
済
に
結
び
つ
く
新
た
な
活
性
化
事

業
を
、
今
後
調
査
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
恵
ま
れ
た

自
然
的
要
素
や
貴
重
な
文
化
遺
産
与
の

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
観
光
サ
イ
ド

か
ら
の

P
R
は
も
と
よ
り
、
受
け
入
れ

態
勢
の
整
備
を
検
討
す
る
ご
と
に
し
て

い
る
。万

難
を
排
し
て

福
祉
の
向
上
と
充
実
を

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
総
合
的
な
対
人
保

健
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
町
民
-
人
ひ
と

り
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

特
に
、
老
成
人
病
対
策
と
仁
て
の
れ
日
開

検
診
の
受
診
啓
発
、
訪
問
看
護
や
リ
ハ

ビ
リ
教
室
、
母
子
保
健
と

L
て
乳
幼
児

の
健
康
診
査
や
母
親
学
級
・
育
児
相
法

手
を
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え老成人病対策としての検診事業
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て
い
る
。

福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
山
仏
在
進
め

て
い
る
山
山
国
の
移
転
出
築
計
固
に
、

「
在
(
乙
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
併
設
し
、
総
な
福

祉
整
備
計
画
に
沿
っ
た
医
療
介
護
、
世

代
交
流
等
を
伺
野
に
入
れ
た
総
合
(
複

合
)
福
社
施
設
と
し
て
整
備
を
凶
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
卜
二
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
介

護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
条
例
整
備

や
保
険
料
の
決
定
等
、
早
急
に
体
制
与
つ

く
り
と
交
け
入
れ
事
務
の
万
全
キ
一
期
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

超
高
齢
担
会
に
対
応
し
た
「
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
」
事
業
を
開
設
し
、
長

浜
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
職
員

二
人
を
配
置
し
て
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
、
幼
田
信
祉
と
し
て
、
不
均
衡

h
y
f
 

、
/

』
ビ

ノベ
J

-ア「」ザ骨
折
H

K
己

迅
訳

問
問

州
μ

圭
宋

古
苧

，
々
/

、
/セ岨波+文護旺〈川{毛キ仕

な
教
育
是
正
の
た
め
、
年
次
計
画
に
よ

り
、
統
廃
合
も
視
野
に
入
れ
た
保
育
所

の
再
編
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る

い
ず
れ
に
し
て
も
、
万
難
を
排
し
て

福
祉
の
向
上
と
充
実
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

今
年
一
月
か
ら
施
桁
し
て
い
る
「
七
極

分
別
と
有
料
化
」
に
つ
い
て
、
四
月
一

日
か
ら
本
拍
的
な
実
施
に
入
ら
せ
て
い

た
だ
く
。
大
洲
市
・
長
浜
町
環
境
セ
ン

タ
ー
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
削
減
と
、
施
設

改
造
計
画
策
定
か
ら
も
分
別
の
樹
庶
は

重
要
で
あ
り
、
大
洲
市
と
房
副
を
合
わ

せ
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
キ
If

一
梓
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
さ
に
一
だ
い
L
r
一
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
山
県
が
進
め
て
い
る
ご
み

処
理
広
域
計
画
に
関
し
て
も
重
要
な
間

哩
が
山
積
し
て
お
り
、
今
後
、
関
係
市

町
村
と
の
辿
携
を
悶
り
な
が
ら
、
和
一
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
【

J

各
家
庭
た
お
け
る

話
じ
脊
い
を

教
育
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
学

校
施
設
に
ワ
い
て
は
、
年
次
計
画
で
整

備
を
伺
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
白
滝
小

解体工事が行われる白滝小学校

学
校
の
校
合
改
築
士
事
を
完
成
さ
せ
、

児
童
の
安
全
科
供
と
教
育
環
境
の
改
革
い

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

い
じ
め
-
不
登
校
問
起
に
つ
い
て
は
、

単
に
学
校
現
場
の
問
題
ば
か
り
で
な
く
、

各
家
庭
に
お
け
る
話
し
合
い
が
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
町
に
お
し
U

て
も
、
平
成
八
年
度
か
ら
「
こ
こ
ろ
の

電
話
」
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
平
成

十
年
度
か
ら
は
、
長
浜
中
学
校
に
「
心

の
教
室
」
を
設
け
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
入
、
と

人
と
が
お
互
い
に
支
え
介
、
つ
と
い
う
基

本
を
罰
則
誌
で
き
る
よ
う
な
、
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
問
題
に
つ
い
て
は
、
審
議

会
に
お
い
て
十
分
協
議
い
た
だ
き
、
そ

の
卜
川
向
性
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庄
、
学

校
、
社
会
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

全
て
の
人
々
が
学
習
活
動
に
取
り
組
め

吟
心
よ
う
な
体
制
や
機
会
を
総
合
的
に
見

直
し
、
生
涯
学
習
の
町
づ
く
り
に
向
け

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
つ
社
会
体
育
で
は
、
間
単
に
取

り
組
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
1
ツ
を
取
り
入

れ
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
長
浜
の

干
ど
も
を
み
ん
な
で
育
で
る
会
の
活
動

を
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
る
コ

ま
た
、
同
和
教
育
に
つ
い
て
は
、
町

民
全
て
が
主
体
的
に
取
り
組
む
同
和
教

育
、
人
権
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

民
意
中
一
反
映
し
た

魅
な
あ
る
町
政
を

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

二
月
一
一
日
、
私
を
本
部
長
と
し
、
助
役

以
下
各
課
長
等
で
構
成
す
る
「
長
浜
町

行
財
政
改
苧
推
進
会
誌
」
を
闘
催
し
、

自
主
白
ケ
一
的
な
行
財
政
の
効
京
化
や
事

務
引
莱
の
見
直
し
を
中
心
に
協
議
・
検

討
を
し
た
。
特
に
、
マ
ン
、
ネ
リ
化
し
た

事
務
事
業
か
ら
の
脱
却
な
ど
、
職
員
の

意
識
改
草
を
含
む
効
率
的
な
行
政
運
営

と
能
力
開
発
の
推
進
等
、
民
意
を
反
映

し
つ
つ
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
町
政

の
構
築
を
目
指
し
、
積
極
的
に
挺
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

c
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の
中
で

以
上
、
新
年
度
に
臨
む
所
信
の
一
端

を
述
、
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
の

方
針
の
実
現
に
向
け
、
私
を
は
じ
め
職

員
が
一
九
と
な
っ
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
町
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
払
の
基
本
姿
勢
は
、

「
町
長
と
の
対
話
に
努
め
、
議
会
と
の

連
携

ω中
で
諸
施
策
を
講
じ
る
こ
と
」

と
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
両
構
想
の

某
に
勇
気
を
持
っ
て
収
り
組
む
つ
も
り

で
あ
る
じ
今
後
、
議
員
各
位
を
は
じ
め

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
鞭
撞
、
こ
指

導
を
脳
り
ま
す
よ
、
つ
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
度
に
お
け
る
所
信
本
明
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
し
ぺ

家蝿者{動旬開
(5JJ21~31 日)



臨

三
次
開
発
事
業

基
本
計
一
聞
に
つ
い
て

白
滝
小
学
校
校
舎

改
築
工
事
の

談
合
疑
惑
に
つ
い
て

国
e

婚
と
の

語
調
整
、
か
重
要

賞
間
・
圃
圃
第
一
一
一
次
開
発
事
業
基
本
計
同

に
お
い
て
、
県
営
工
医
い
わ
ゆ
る
小
型

船
だ
ま
り
は
い
つ
頃
完
成
す
る
の
か
。

ま
た
、
第
一
期
工
区
(
内
港
)
・
第
二

期
工
区
(
外
港
)
は
未
だ
何
一
つ
進
ん

で
い
な
い
が
、
計
耐
の
修
正
は
考
え
て

賀!
岡ト

宮

英

議
員

整備が‘進む小型船だまり

い
な
い
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
小
型
船
だ
ま
り
の

整
備
に
つ
い
て
、
現
在
計
画
さ
れ
て
い

る
防
波
堤
、
護
阜
、
物
拐
場
等
の
主
要

事
業
に
つ
い
て
は
平
成
十
四
年
度
に
定

成
予
定
で
あ
る
が
、
防
波
堤
等
の
外
郭

施
設
が
未
整
備
で
あ
り
、
全
て
が
完
成

す
る
に
は
し
ば
ら
く
時
聞
が
か
か
る
見

込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
十
年
度
ま

で
の
進
捗
本
は
約
六
四
%
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
県
と
連
絡
調
整
、
連
携
を

と
り
つ
つ
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

次
に
、
第
一
期
・
第
二
期
半
区
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
第
三
次
間
売
事

業
の
推
進
は
、
当
町
最
大
の
プ
ロ
ジ
工

ク
ト
計
両
と
位
置
づ
け
し
て
お
り
、
国
・

県
と
の
諸
調
整
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
国
の
行
財
政
の

悪
化
等
、
大
き
な
時
代
の
変
化
に
よ
り
、

当
初
の
其
山
本
計
岡
ど
お
り
で
き
作
る
か

こ
の
時
点
で
は
明
一
日
で
き
な
い
が
、
船

だ
ま
り
を
安
全
性
の
確
保
さ
れ
た
効
率

的
な
利
用
が
で
き
る
施
設
に
す
る
た
め
、

計
両
の
日
見
直
し
が
必
要
と
な
れ
ば
、
議

会
に
も
ご
相
訪
巾
し
卜
げ
、
県
・
固
と

の
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。安

全
管
理
じ

万
全
を
副
知
し
て

質
問
・
・
・
白
滝
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

の
談
合
疑
惑
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
公

正
入
札
調
査
委
員
会
の
委
員
は
ど
の
よ

う
な
メ
ン
バ
ー
で
、
ど
の
よ
う
な
事
項

を
調
査
し
た
の
か
。
ま
た
、
入
札
業
者

ω中
に
東
京
の
大
手
企
業
が
含
ま
れ
て

い
る
が
な
ぜ
か
〈
地
元
業
者
で
は
、
能

力
的
・
技
術
的
に
無
蹄
一
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
入
札
予
定
日
の
朝
、

談
合
情
報
の
連
絡
を
受
け
「
長
浜
町
公

正
入
札
調
査
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
私
が
を
口
長
と
な
り
、

助
役
、
総
務
課
長
、
建
設
課
長
、
学
校

教
育
課
長
の
五
人
で
あ
る
。
本
町
で
は

談
合
情
報
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
県
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
準
じ
「
情
報
詑
供
託
の
氏
名
及
び

連
絡
先
、
対
象
工
ポ
名
及
び
落
札
予
定

業
者
名
、
落
札
予
定
金
額
、
談
合
に
関

与
し
た
業
者
名
、
談
合
の
日
及
び
場
所
、

方
法
等
」
に
つ
い
て
調
査
し
た
が
、
検

討
の
結
果
「
詞
去
に
値
し
な
い
」
と
判

断
し
、
三
十
分
遅
れ
で
人
札
を
執
行
し

た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
大
手
企
業
参
入
の
必
要
性
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
大
手
企

業
七
社
、
地
元
企
業
七
社
に
よ
ゐ
共
同

企
業
体

(
J
V
)
方
式
を
採
用
し
た
。

本
工
事
に
お
い
て
は
、
児
主
が
円
了
校
生

活
を
行
っ
て
い
る
中
で
の
工
事
の
た
め
、

施
工
技
術
と
安
全
管
理
に
万
全
を
期
す

町
の
現
状
と

将
来
像
に
つ
い
て

「
町
の
現
況
、
町
民
生
活

の
実
態
と
そ
の
表
し
方
」

の
提
案
に
対
す
る
所
感

少
し
元
気
、
が足

り
な
い

寅
開
:
・
前
田
町
政
を
担
っ
て
か
ら
八

年
、
科
登
板
し
て
か
ら
九
か
刀
が
経
っ

た
が
、
当
時
と
現
在
の
長
浜
町
で
何
か

気
づ
い
た
点
や
感
恕
は
あ
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
あ
え
て
一
一
円
う
な
ら

ば
、
少
し
元
気
が
足
り
な
い
の
か
な
と

い
う
感
じ
が
す
る
。
主
た
、
町
長
選
挙

に
出
馬
す
る
頃
か
ら
考
え
て
み
る
と
、

町
内
に
相
互
信
頼
に
お
い
て
問
題
が
あ

る
の
か
な
と
い
う
感
相
芋
}
舟
っ
て
い
る
。

る
こ
と
を
第
一
に
、
正
期
や
一
惟
実
に
守

れ
る
こ
と
、
大
手
企
業
の
出
資
辛
上
限

を
六
O
%
に
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
る
地

域
へ
の
経
済
効
川
本
な
ど
を
考
慮
し
た
。

今
後
も
、
他
自
治
体
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
参
考
に
県
当
局
の
指
等
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
公
平
公
正
な
審
議
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鞠
ゆ
番
央
二
郎

議
官
圏
内

協
瞬
、
人
の
傾
極
観
時

そ
れ
ぞ
れ
で
診
る

質
問
:
町
の
将
来
を
語
る
と
き
、
ま

ず
現
状
の
認
識
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
。
郷
土
の
住
み
易
さ
、
豊
か
さ
、
生

活
の
満
足
度
の
傾
向
を
知
る
ヒ
ン
ト
と

し
て
、
国
の
新
国
民
生
活
指
標
や
豊
か

さ
指
標
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
、
将

来
へ
の
道
筋
を
立
て
る
た
め
の
参
考
に

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
祖
国
に
お
い
て
は
、

九
十
三
年
か
ら
九
十
八
午
ま
で
新
国
民

生
泊
指
標
の
中
で
、
豊
か
さ
指
標
の
作

5~ 



成
・
公
表
を
行
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
各
自
治
体
・
住
民
の
賛
否

両
論
が
起
こ
っ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
九
卜
九
年
い
い
は

高
齢
者
総
合

福
祉
施
設
に
つ
い
て

労者
力詳
しv

て!卸
い ~J

〈

~ニ、.
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・

質
問
1
老
人
保
健
施
設
へ
の
取
り
制

み
に
つ
い
て
、
現
状
と
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
柴
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
る 明るく元気な町づくりを目指して…

そ
の
作
成
公
去
を
う
ち
切
っ
て
い
る
・
と

こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
、
人
の
価
値
観
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、

一
定
の
基
準
で
そ
の
価
倍
を
決
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
住

み
易
さ
を
指
松
に
よ
っ
て
計
る
こ
と
の

困
難
糾
い
を
叫
ん
じ
る
。

行
政
の
使
命
は
、
住
民
生
活
の
向
上

と
安
全
の
確
保
、
ま
た
、
未
来
に
向
か
っ

て
名
望
の
も
て
る
方
向
性
を
示
し
て
い

く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
町
民

と
の
対
話
に
努
め
、
互
い
に
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
見
極
め
、
町
政
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上

満

言丈
謹
一
盟
国
円

撒
特
事
業
に
よ
る
河
川
改
修
と
、
」
口
向
蹄

者
福
祉
施
設
与
の
用
地
買
収
に
よ
り
、

当
地
域
の
農
装
を
取
り
巻
く
環
境
条
件

が
思
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
開
発
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
雇
用
の
場
に
つ
い
て
、

事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に

目
そ
向
け
る
と
い
う
こ
と
も
犬
切

な
い
か
。

次
に
、
老
人
施
設
仁
併
設
し
た
形
で

子
ど
も
た
ち
の
施
設
を
造
り
、
同
じ
空

間
で
い
た
わ
り
合
う
心
を
育
む
こ
と
も
、

福
祉
の
新
し
い
考
え
方
と
し
て
必
要
で

は
な
い
か
。

最
後
に
、
町
は
い
い
は
齢
者
総
合
福
祉
施

設
と
分
譲
住
宅
の
計
画
を
進
め
て
い
る

が
、
土
地
に
ス
ペ
ー
ス
の
余
裕
は
あ
る

¥
、
ノ
ミ

O

σカ答
弁
(
町
長
)
岳
人
保
健
医
療
施

設
に
つ
い
て
は
、
告
地
区
を
最
適
地
と

選
定
し
、
養
護
老
人
ホ
l
ム
を
、
玉
体
に

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
-
デ
イ
ザ
l

ピ
ス
セ
ン
タ
ー
等
も
含
め
設
計
を
行
う

べ
く
、
事
務
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
か
ら
進
出
の
打
診
も
あ
り
、
具
体

化
す
れ
ば
町
と
し
て
も
用
地
確
保
や
申

請
等
、
進
出
の
環
境
整
備
に
全
面
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
私
は
、

一
連
の
福
祉
施
設
の
場
合
、
養
護
老
人

ホ
l
ム
、
特
別
養
誰
ζ
人
ホ

1
ム
、
老

人
保
健
施
設
の
一
一
一
点
セ
ッ
ト
が
理
想
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
柴
地
区
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
用
地
を
佐
保
し

て
い
る
中
、
そ
の
げ
能
刊
が
あ
る
な
ら

ば
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
に
よ
っ
て
そ
の
実

現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

次
に
、
雇
用
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
高
齢
者
総
合
福
祉
施
設
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
部

門
に
お
い
て
生
活
指
導
員
等
が
五
人
程

度
、
ま
た
、
施
設
の
管
理
運
営
に
様
々

な
職
種
の
方
々
の
一
雇
用
が
必
要
と
な
る

も
の
と
忌
わ
れ
る
。

保
育
所
の
併
設
に
勺
い
て
で
あ
ふ
が
、

出
技
生
の

自
転
車
通
空
に
つ
い
て

早
品
併
な
施
設
格
闘
を

要
望
し
て
い
十
く

質
問
:
・
高
校
生
の
夜
間
自
転
車
通
学

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
事
刊

で
ド
校
時
聞
が
遅
く
な
れ
ば
日
が
暮
れ 老人保健施設整備が予定される柴地区

ト
い
ん
午
寄
り
と
幼
開
が
交
流
寸
ふ
こ
と
は

幼
児
教
育
に
と
っ
て
も
藍
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
の
保
育
所
整
備
の
中

で
、
皆
さ
ん
の
立
見
も
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

続
い
て
、
宅
地
造
凶
に
つ
い
て
は
、

若
者
定
住
の
た
め
の
低
価
格
宅
地
、
河

川
改
修
に
伴
、
っ
代
替
地
の
確
保
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
福

祉
施
設
用
地
の
造
以
と
合
わ
せ
、
土
地

開
発
公
社
で
宅
地
分
一
訟
の
造
胤
を
行
、
っ

ベ
く
関
係
地
権
者
の
ご
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
ご
珂
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
{V
あ
る
。

塩

毘

芳

彦

桂
一
雷
同
開

て
心
帰
宅
に
な
る
コ
同
近
i
七
人
号
の

こ
と
を
言
え
ば
、
む
か
へ
ト
ン
ネ
ル
開
通

に
よ
り
車
の
通
行
量
も
数
倍
に
増
え
、

歩
道
の
未
改
良
区
間
も
ま
だ
あ
る
。
通

学
生
の
安
全
を
考
え
る
と
街
路
灯
の
必

安
位
を
感
じ
る
が
、
と
う
い
う
え
て
い
る



の
か
。答

弁
(
町
長
)
・
:
国
道
三
七
八
号
を

利
用
す
る
自
転
車
通
学
の
生
徒
さ
ん
の

事
故
防
止
や
、
円
滑
な
交
通
を
確
保
す

る
た
め
の
歩
道
及
び
道
路
照
明
施
設
に

つ
い
て
は
、
速
や
か
な
対
応
を
要
す
ふ

筒
所
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
道
路

管
理
者
の
愛
媛
県
に
対
し
、
危
険
性
等

重
要
慢
の
高
い
場
所
か
ら
施
設
の
世
備

を
早
急
に
図
っ
て
い
た
ど
く
よ
う
要
望

し
て
い
く
考
ぉ
寸
ん
で
あ
る
c

山
叫
域
己
最
も
適
し
た

改
良
計
闘
を

資
問
:
・
昨
年
十
月
十
じ
日
の
記
録
的

な
豪
雨
に
よ
り
、
同
海
地
区
に
お
い
て

西
田
町
長
の

行
政
姿
勢
に
つ
い
て

な
ぎ
さ
の
湯
に
つ
い
て

高
校
進
学
に
つ
い
て

今
後
じ
憂
い
の

な
い
決
断
を

質
問
:
・
景
気
浮
揚
対
策
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
四
月
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
域

振
興
券
の
使
用
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に

P
R
し
て
い
く
か
。
ま
た
、

は
、
土
居
川
の
氾
濫
仁
よ
る
床
上
休

下
浸
水
が
発
生
し
た
。
平
成
心
年
に
も

同
じ
よ
ろ
な
被
害
が
起
こ
っ
て
お
り
、

川
の
惜
造
そ
の
も
の
に
も
原
同
の
…
端

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
し
仁
川
、
つ
が
、
町

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
司
昨
年
の
土
居
川
の

氾
濫
に
よ
り
、
一
雨
ヒ
浸
水
等
二
十
七
戸

の
彼
害
が
発
生
し
た
が
、
砂
防
指
定
河

川
で
も
あ
り
、
愛
叩
崎
県
に
よ
り
土
砂
の

胤
り
除
き
に
つ
い
て
は
出
応
を
い
た
背

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
抜
ぶ

的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
形
的
制
約

か
ら
未
ど
計
聞
は
決
定
し
て
い
な
い
一

υ

今
徒
、
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
ど

自

古

関

占

思

議

員

そ
の
長
浜
版
を
考
え
た
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
内
容
で
、
実
施

時
期
は
い
つ
出
か
。

次
に
、
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
と
し
て
、

議
会
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
、
町
民
の

方
に
は
ど
う
理
解
を
求
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
山
県
議
会
で
の
「
西
条
の
工
業
用

連
慌
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
に
最
も
喧

し
た
改
良
計
一
四
を
国
司
川
県
に
要
望
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

水
の
中
予
地
民
生
活
用
水
へ
の
転
用
め

可
能
件
は
大
い
に
あ
る
」
と
の
理
事
者

名
ム
パ
か
ら
、
建
設
省
・
県
の
与
え
方
が

変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
、
町
長
は
ど
う
思
う
か
。

続
い
て
、
行
財
政
改
革
と
し
て
、
各

課
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
介
設
保
険
が
ス
タ
ー
ト
す
る

が
、
寝
た
き
り
・
独
府
主
人
対
策
だ
け

で
な
く
元
気
な
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ヌ
」
ら
に
、
給
食
問
題
に
つ
い
て
は
、

自
校
方
式
で
早
急
に
や
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、 土砂の取り除きがf子われる土居}11 (昨年11月)

拓
泊
・
時
海
の
空
き
地
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
を
行
う
な
ど
の
、
ス
ポ
ー
ツ
固
で

の
土
地
活
川
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。ま

た
、
下
水
一
山
一
整
怖
に
つ
い
て
ほ
、

現

ιど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
お
の
か
。

最
後
に
、
普
火
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴

い
、
観
光
州
で
は
出
海
地
ば
へ
の
道
心

駅
建
設
、
安
全
而
で
は
交
辿
安
全
広
告

塔
設
置
な
ど
が
必
廷
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
E
:
地
域
振
興
券
に
つ

い
て
は
、
そ
の
交
付
分
に
つ
い
て
は
経

済
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
機
会
に
、

町
内
の
商
庖
の
方
々
に
、
庖
の
特
殊
刊

を
出
す
な
ど
い
ろ
い
ろ
思
案
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
る
の
で
、
商
工
会
と
し
て

も
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

町
独
自
の
対
策
と
し
て
の
商
品
券
に
つ

い
て
も
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
地
域
振

興
券
が
終
わ
っ
た
絞
に
具
現
化
し
た
い

と
川
ふ
っ
て
い
る
。
今
後
、
研
修
を
主
ね
、

議
会
の
ご
理
解
今
一
得
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

次
に
、
山
鳥
坂
ダ
ム
対
抗
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
町
民
ケ
汁
位
が
町
の
将
来
を

J

己'込

L

J
吉

良

子

一

、

一

土

す

I
4
こ
子

化
三
一
一
」

j
y
-
カ

台

』

一

H
田

V
l，R

ま
し
く
な
い
状
態
が
生
じ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
心
中
で
八
千
人

弱
の
反
対
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
本

問
題
が
町
民
的
問
題
で
あ
る
こ
と
の
一
止

左
だ
と
思
っ
て
い
る

J

今
後
も
、
議
会

の
軒
別
委
員
た
、
議
会
で
勉
恥
を
重
ね
、

懸
念
事
唄
や
一
す
り
あ
わ
せ
た
上
で
町
民

と
の
意
見
交
挽
の
場
を
設
け
、
い
わ
ゆ

る
三
位
一
体
に
よ
る
懸
念
字
項
の
い
や
理

を
し
た
い
と
考
、
え
て
い
る
。
ま
た
、
西

条
巾
の
工
業
用
水
転
用
の
件
に
つ
い
て

は
、
建
設
省
・
児
か
ら
そ
う
い
、
つ
話
は

聞
い
て
い
な
い
コ
た
だ
、
山
市
内
の
情
勢

等
も
様
々
な
見
万
が
あ
一
う
っ
か
と
法
思

う
が
、
当
町
と
し
て
は
今
後
に
一
泣
い
の

な
い
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

行
則
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
施
政
万

針
で
も
述
べ
た
が
、
ま
ず
マ
ン
ネ
リ
化

を
排
除
し
、
組
織
、
人
員
体
制
を
台
め

曜
か
な
も
の
や
一
れ
い
っ
て
い
き
之
い
と
考

え
て
い
る
の

老
人
汁
液
で
あ
る
が
、
上
浦
議
員
に

お
答
え
し
た
と
お
り
、
偏
祉
施
設
の
充

実
を
積
橿
岬
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
一
方
で
は
、
元
気
な
高
川
町
者
の

ん
々
の
活
躍
の
場
と
い
う
も
の
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
、
介
註
保
険
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
二
年
度
導
入
に
向
け
、
出
品
在
相
当
課

に
お
い
て
事
政
ぽ
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

学
一
似
給
食
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
決

新
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間

E
だ

と
思
っ
て
い
る
。
単
に
、
す
る
・
し
な

い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
親
と
斗
J

の
聞

に
関
す
る
教
育
問
題
、
自
己
負
担
机
問
題
、

7 



質
の
問
題
等
、
広
く
学
校
給
食
問
題
審

議
委
員
会
に
検
討
い
た
だ
き
、
答
申
を

得
て
、
議
会
に
ご
相
談
し
そ
の
方
向
を

見
い
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
c

ま
た
、

山
小
道
改
具
に
よ
っ
て
、
近
い
将
米
、
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
酌
町
民
運
動
場

の
機
能
が
果
た
せ
な
く
な
る
状
況
が
予

想
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
代
替
施
設
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ご
抗
案
の
V

叩
海

凶
地
は
い
ん
聞
の
土
地
で
円
山
に
伝
ら
な

い
が
、
私
々
な
観
点
か
ら
可
能
性
を
見

い
だ
し
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成

七
年
に
長
浜
・
沖
浦
地
区
を
対
決
と
し

た
「
長
浜
町
公
共
下
水
道
恭
本
計
両
」

を
、
平
成
八
年
に
は
、
「
長
浜
町
全
域

下
水
道
化
基
本
構
想
」
を
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
整
備
に
つ
い
て
は

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
基
本

構
担
を
晶
針
と
し
て
、
内
民
色
(
引
や
、 昼食を摂る児童たち(資料写真:長浜小学校)

我
々
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
努
力
な

ど
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の

別
併
を
得
な
が
ら
、
早
急
な
方
針
確
立

を
目
指
す
考
え
で
あ
る
。

最
人
民
に
、
普
女
ト
ン
ネ
ル
開
辿
に
伴

う
安
全
面
に
つ
い
て
は
、
垣
見
市
民
に

お
答
え
し
た
と
お
り
、
県
と
も
協
議
L

安
全
確
保
に
努
め
た
い
。
観
光
面
に
つ

い
て
は
、
海
・
山
の
魅
力
を
生
か
し
て

松
山
圏
域
か
ら
求
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
地
域
お
こ
し
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
何
と
か
し
よ
う
と
い
、
つ
や
る
気
も
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
助
成
が
で

き
る
な
ら
ば
積
梅
的
に
進
め
た
い
と
考

〉
え
て
い
る

安
令
一
群
杯
ρ
凶
作
詳
し
が

で
ぎ
た
時
点
で

質
問
・
:
な
ぎ
さ
の
湯
を
日
曜
日
に
開

館
で
き
な
い
か

J

答
弁
(
町
長
)
:
・
な
ぎ
さ
の
沿
に
つ

い
て
は
大
変
釘
許
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
一
層
便
宜
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
施
設
に

予
想
以
上
の
塩
ヰ
円
を
受
け
て
お
り
、
士
回

日
曜
日
に
い
共
品
川
が
発
生
し
た
場
合
、
迅

速
な
対
応
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
(
現

抗
、
管
理
体
制
や
施
設
の
総
合
的
な
改

善
を
凶
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
営

業
日
の
変
一
史
に
つ
い
て
は
、
安
全
運
転

の
見
直
し
が
で
さ
た
時
点
で
考
、
ぇ

3
什

f
L

、‘ごご一美↓一与一、

F

し
ナ
J

ナ
J
き
C
P
L

し

小
。
中
e
d
同
校
の

交
流
の
場
を

質
問
・

2

・
長
浜
巾
学
校
か
ら
地
一
冗
長
浜

高
校
へ
の
受
験
宰
が
J

甘
口
%
も
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
る
か
。
小
・
中
・
高
校

の
先
生
方
が
交
流
す
る
機
会
を
持
つ
て

は
ど
う
か
。

答
弁
(
教
育
長
)
;
・
教
育
委
員
会
と

し
て
も
、
長
}
山
中
学
校
に
対
し
、
で
き

農
林
業
振
興
に
つ
い
て

ふ
る
里
創
生

一
億
円
に
つ
い
て

行
政
、
組
合
、
巾
一
一
蕗
者
、
か

ノ
ノ
極
/
伴
と
な
づ
て

質
問
“
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
対
策
と
し
て
、
若
者
定
住
を
含
め
、

後
継
者
対
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

次
に
、
今
、
凶
に
お
い
℃
は
、
食
糧
・

農
業
・
農
村
基
本
問
題
調
査
会
の
答
申

で
所
得
補
償
の
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
町
独
口
の
補
償
制
度
な
ど
は
な
い

の
か
。

ブ

ω
日
り
地
元
長
浜
高
校
へ
の
進
学
を
指

草
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
は
い
る

f
v

し

か
し
、
最
終
的
な
進
路
決
定
は
生
徒
本

人
ま
た
は
保
護
者
の
意
思
を
尊
重
し
て

決
定
す
ふ
も
の
で
あ
り
、
な
か
ん
小
か
難

し
い
問
屈
で
あ
る
。
小
-
中
尚
校
の

交
流
会

ιつ
い
て
は
、
校
長
先
生
々
と

話
し
合
い
を
し
て
で
き
れ
ば
そ
の
機
会

を
設
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い

と
与
え
て
い
る
。

叶

開

広

士
山

噌
融
園
田
…

ま
た
、
山
林
所
有
者
に
対
し
て
意
欲

を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
森
林

判
合
と
連
携
し
て
除
問
伐
・
杭
件
の
推

進
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ほ
し
い
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

寄
弁
(
町
長
)
・
:
農
林
業
の
民
継
者
、

担
い
手
対
策
に
つ
い
で
は
、
大
変
重
要

で
凶
部
公
問
題
で
あ
忍
と
認
誠
仁
一
て
お

り
、
聞
の
導
入
可
能
な
施
策
を
取
り
入

れ
て
対
応
し
て
い
る
ω

特
に
、
農
林
道

等
の
生
産
慕
盤
の
引
両
的
整
備
、
一
認
定

民
主
将
制
度
の
導
入
、
民
地
の
流
動
化
、

8 

柑橘優良系統改植事業により整備された園地

森
林
整
備
担
い
手
確
保
育
成
対
策
事
業

等
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

次
に
、
所
得
補
約
制
定
に
つ
い
て
で

あ
ふ
が
、
農
林
水
庄
中
白
が
昨
年
策
定
し

た
「
農
政
改
平
大
綱
」
の
中
に
、
一
所
得

補
償
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、

法
制
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ど

の
よ
う
な
基
準
で
ど
の
く
ら
い
の
所
得

補
償
に
な
る
の
か
小
惟
定
で
め
る
。
今

校
、
同
等
の
動
向
を
ふ
ま
、
三
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

続
い
て
、
除
問
伐
等
推
進
の
支
援
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
日
仁
保
全
、
水
源

の
函
養
、
自
然
環
持
一
等
の
公
益
的
機
能

を
念
頭
に
、
計
問
的
除
問
伐
事
業
を
、

補
助
事
業
以
外
に
町
単
独
事
業
L
し
し
て

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
幹

線
林
道
の
開
設
事
業
に
よ
る
生
産
基
盤

の
韮
備
等
、
今
体
内
よ
り
一
行
政
、
組
合
、
生



産
者
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
さ
た
い
と
考
え
て
い
る
c

凶
約
五
日
ん

ιι
も
じ
考
え

な
が
ら
有
効
じ

質
問
・
:
以
前
、
ふ
る
里
創
生
一
億
円

が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ど
の
よ

う
な
運
出
を
し
て
お
り
、
今
後
は
ど
う

す
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
一
億
円
に
つ
い
て

は
、
町
弓
つ
く
り
基
金
に
積
み
立
て
し
、

平
成
四
年
度
か
ら
は
そ
の
運
用
益
で
町

づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

今
後
の
運
用
と
し
て
、
で
き
る
な
ら

}
」
れ
ま
で
の
よ
う
な
形
で
金
利
運
用
を

し
た
い
が
、
最
近
の
金
利
低
下
に
伴
い
、

そ
の
果
実
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
も
現
状
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
多
く
の
民
意
と
一
体
と
な
っ
て
運

用
し
な
け
れ
ゴ
な
ら
な
い
と
い
う
考
え

を
基
本
に
持
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
と
と

も
に
考
え
な
が
ら
有
効
に
使
っ
て
い
き

た
い
と
患
っ
て
い
る
。

間
道
の
舗
装
事

請
負
費
な
ど

十
年
度
一
離
会
計
補
正
予
算

平
成
十
年
度
一
軒
会
計
予
算
に
八
千

一
二
十
万
七
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算
総

額
は
、
L

ハ
十
九
億
四
千
七
百
七
十
一
方

八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
出
補
正
さ
れ
と
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
c

〔
民
生
費
】
社
会
福
祉
総
務
費
と
し
て
、

国
民
健
一
版
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

な
ど
一
-
千
六
百
三
十
万
九
千
円
。

【
土
木
費
〕
町
道
新
ル
成
立
良
賓
と
し
て
、

過
疎
対
策
事
業
債
の
配
分
増
に
伴
、
っ
町

道
下
村
藤
ケ
峠
線
等
回
路
線
の
舗
装
工

事
請
負
春
一
等
四
千
九
百
万
一

f
円。

長
浜
町
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
制
定

長
浜
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
仁
基
づ

き
、
要
援
護
老
人
及
び
正
宅
介
護
者
の

一一
l
ズ
や
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
指
導
、

助
言
、
沼
介
の
で
き
る
専
門
識
員
を
配

置
し
た
肱
設
と
し
て
、
平
成
十
一
年
肢

か
ら
出
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
す
る
在
宅
介
設
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
問
及
び
管
理
に
つ
い
て
、
必
要
な

条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
こ

長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

平
成
九
年
の
第
一
回
定
例
会
で
否
決

き
れ
、
す
で
に
二
一
年
あ
ま
り
の
据
え
置

き
と
な
り
一
て
い
る
議
員
報
酬
が
、
本
年

四
月
-
日
か
ら
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。(

)
内
は
、
改
定
前
の
額
。

一
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
一
マ
議
長
U

一
寸
七
万
二
千
円
(
二
十
六
万
三
千
円
)

V
副
議
長
H
二
十
二
万
円
(
一
一
十
一
万

五
千
円
)
す
議
員
U
二
十
万
ヒ
千
円

(
二
十
万
二
千
円
)

収
入
設
に

真
鍋
氏
を
選
任

長
浜
町
収
人
役
の
山
下
園
贋
氏
は
、

一
平
成
十
一
年
一
一
一
月
一
二
十
今
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
に
旗
鍋

典
秋
氏
(
長
浜
・
七

O
)
を
選
任
し
議

会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
賛
成
多
数

で
同
古
川
さ
れ
、
平
成
十
一
午
四
月
一
一
口

付
け
で
新
収
入
役
に
決
ま
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
松
岡
氏
を
選
任

長
浜
町
固
定
資
崖
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
藤
井
嘉
友
氏
は
、
平
成
十
一
年

三
月
三
十
十
日
を
も
円
て
任
胡
満
了
と

な
る
た
め
、
後
任
に
松
岡
弘
美
氏
(
今

坊
・
王
八
)
を
選
任
し
、
議
会
の
同
意

を
求
め
た
結
果
、
満
場
一
致
で
同
意
さ 真鍋典秋収入役

れ
、
長
浜
町
固
定
資
応
評
価
脊
査
委
員

会
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

田I
(四職
'--../ / J 員

内二人
1は立事
旧刊昇
任け島

一
長
浜
保
育
所
一
矢
問
栄
津
美
(
蓬
茂

保
育
所
)
小
川
好
恵
(
白
滝
保
育
所
)

一
大
相
保
育
所
一
吉
岡
レ
仁
よ
子
(
長
浜

保
育
所
)
中
川
加
奈
子
(
櫛
生
保
育
所
)

一
白
滝
保
育
所
一
矢
野
越
子
(
喜
多
瀧

長浜大講(赤橋)コ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一}

円内l劃些些陀Ild6
~赤橋保全全予対策工事のため~
長浜町のシンボルとして皆さんに親しま

れている「赤橋J も、架橋以来約 65年が

経過し、綱披等に腐食が進んできました。

このため、愛媛県ではJ腐食鋼材部先の

取り替え

選住きれた松岡弘美氏

似
よ
け
一
出
)
宮
本
邦
子
(
山
E
H戊
似
育
所
)

{
豊
茂
保
有
一
附
一
面
山
み
ち
子
一
一
一
沖
浦

保
育
所
)
谷
間
仕
織
(

l

円
滝
保
有
所
)

一
沖
浦
保
育
所
一
山
本
直
美
へ
大
和
保

育
所
一
一
久
保
洋
子
(
山
滝
保
育
所
)

一
喜
多
灘
保
育
所
一
矢
野
幸
子
(
白
滝

保
育
所
)

一
櫛
牛
一
保
育
所
}
清
水
郁
子
(
長
浜
保

守
好

J

ー

:退

職
H

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
w

マ
税
務
課
主
査
・
烹
内
雄
二
郎

マ
総
務
課
、
一
正
事
-
池
田
理
恵

)， 
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今
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
使
い
み
ち
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
中
の
%
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
す
。
円
グ
ラ
フ
の
性
質

別
歳
入
、
目
的
別
歳
出
の
(
)
内
の
%
は
、
同
予
算
に
占
め
る
同
費
自

の
割
合
で
す
。

一
般
行
政
経
費
は
、
昨
年
度
同
様
特
別
な
も
の
を
除
き
抑
制
し
て
い
ま

す
が
、
住
民
生
前
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
直
結
し
た
事
業
や
産
業
振
興
対
策

に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
比
六
・
七
%
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

性
質
別
で
は
、
建
設
事
業
等
(
災
害
復
旧
事
莱
含
む
)
が
同
総
額
の
一
九
・

三
%
を
内
め
、
経
常
経
費
は
前
年
度
比
一
・
七
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ド

hz
i
E弓
7
4
L

l
、d

u
a
E
 

'μ WMM 

じ
h
t

144唱
l
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汗
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H
H
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司
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汁
叶
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1
l
a
s
s
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y
i
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仁
川
断
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円万予。
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霊童宮高

A
h
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性質鬼!jの歳入は E 司 園

対3方譲与税 6，900万円 (1，3%)
諸収入 6，316万2千円 11.2%:'1
繰越金 5，00口万円 (10%)
自動車取得税交付金 4，000方円 (0，8%)

支至
当はア一一
初前二T
予年玉
警度蓬
」当?
の 2"

比 亨
ち 算

地方受付税
25億 5，000万円

( 48.5%) 

1 1億 7.842万 9千円 (8.2%増)

地賊生川環境の改善や隣保館の正常、国 民年

金事務のほか、老人福祉、児童悩社、身体障害

者福祉、可子福祉などに

使われます。また、本年

)主新fこなものとして、介

!護保|食事前事務費、在宅

介主支援センタ一事業設

立にイ半う運営管理費など

が含まれますけ

の歳出は・圃閉

災害復旧費 ↑億 1.102万6千円 (2.1%ノ

消防費 1億 622万4千同 (2.0%)

議会費 8，324万 9千円(1.6%)

商工費 3，107万3千円 (06%)

その他 1，233万6千円 (0.2%)

自己勺可司F

10 

51意4.489万 8千円 (10.3%増)

保健衛生全般、環境保護、ごみ処理などに使

われるお金ですに保健衛

生費と清掃費をロI1.1し、

牛活習慣病対策、健診事

業の充実、環境保全対策、

公害対策なとを進めゐこ

とにしています。



61意 7，987万 4千円 (5.7%増)

聞や県の補助を1舌出して遺路整備を行ったり、

河川、下水道等の維持補修したりするために使

われます。また 、ガードレール等交通安全施設

の設置、さらには、防災、性

宅管理ーなどにも使われますけ

今年度主なものと Lて、町道

白滝柴根橋梁蛙備 1:事費や、

都 r1J計flHfマスタ ←プラン策定

委託平!なとも含まれます。

41意4，899万 3千円 (57.6%増)

興業費として、農薬妥員会の活動警や、農地

の流動化、認定農業者の支探なとマ農業全性の 振

J.!"IJ.を図るために使オつれますりまた、林業費とし

ては、森林整備計画推進ヤ椎
_;'¥司

茸生産の維持促進、林道整備 議
などに、水産業tYとして、*

じ;育
3情 8，839フヲ 6千円 (19.5%相)

fつ乍j

j丈〈ζ;化弓事王業、 f生主u涯匡f学学習、 スポーツ

; 振興、青少年の健全育成、同和

教育、間際交流事業などに使わ

れます。/，'1!支主なものとして、

長浜小学校プールの改修事業費

なども 7今まれます。

害謹:1
1 1:意1， 1 0 2万 6千円

(皆増)

災 Z をそけた箇所を復

旧するために使われます。

今年度は、昨年台風卜号

で波災した災害の復111費

を計正していますハ

?一ーに主撃金証〉盲目盟国日ーに
: i I璽民健震保険

1水道事業 i 1 1億 3，074万 9千円
(9.4'Yc)士曽)

| 国民健康保険被保険者の医療i財主給寸るための経費です0

!~民健庫銀険
| 直営診擁所(青島)

I 1，334万 9千円(1.6%増)i 国州市保険被保険者等の診
断仁要する経費です。

j老人保健
I 1 9億 2，158万 3千円

(3.5%士曽)
| 老齢者のl父昨究を支給するた

iめの経費です。 6.251方 3千円 (9.6%増)I 

!?巷湾施設事業 簡易水道の運営のための経費 i
です。 11施設で地 JL管理が行 1

! 1.675万 3千円 (7.Q'!iJ減) われています。 i
I _，__ i在 ~/1施設管理のための経費で

LJ..L一一一一一日一一一一一一一一一・一一J

持 開IJ

事業のために借り入れたお金

の返済金で寸。

τJtipii片山

円千9
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年

た

い

に

に

経

い

安
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今
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む

上

も

諸

行

の

2

底

を

向

と

等

を

営 dj 
i まーす。

1工業用水道事業
: 2，730フヲ 3千 円

仁ぎた用 ;J(は、 1日使 用料 が

: 3，3ClO立 )Jメートルの契約 -;J(量

:で、現在3社に供給してし斗ます。

11 

清二 "1窃ぷ貫「
1 {意 622万 4千円 i 

(39.4%i.戚) I1 

防火防災の犬二めに使オつオ心

「・
1

2

1

1

ト
ー
一
金

量
刑
一
資
業

一
算
事

新
付

金一塁
i， 475万 3千円

(12.2%i成)

{主宅劫雫資傘等

貸付金のfFt還金や
償還に要する事務

費です。

土台 地造成事業
1億 11 3方 5千円

1.1C)ol曽)

長浜港隣接地に公共問地を注目
するための経費です

簡易水道事業 ! 



これから i盟関職を

ぬえられるあ悲たへ

E霊童n(こ怒ってあわてな

いために%請求王手続著書の

前に曜認してお撃たい

与ェックポイント

年金は、受給開始年齢にな

れば要まっていてももらえるも

のではありません。必要書類

をそろえて市産町村設場や社

会保険事務 所などに請求しな

くてはなりません。

年金の請求手続きを裁定請

求といいます。

器離哲雪零封場時融題

回圏民年金保険料の納付期間

図園民年金保険料の免除期間

lliJ第 3号被保障者期間

@]厚生年金司船員保険 E 共j斉組合の加入期間

国合算対象期間(し Eわゆる力ラ期間)

※カラ期間そのものは年金をもらえるかどうかの資格

期間に加えられるだけで年金額には反映しません。

(A)昭和36年 4月~昭和61年 3月 の 聞 で 配 偶 者 ( 夫又は

妻)が厚生年金、共済組合に加入していてご自分が

任意加入しなかった期間

(B)昭和36年 4月以降の20歳から 60歳までの聞で海外に

在イ主していた期間など。

詳しくは国民年金の窓口にお問し、合わせください。

回~圏を合計して、原則として25年 以 一 上 の期間

が 必 要 と な り ま す 。 年 金 の 加 入 期 間 は 個 人 によ

り異なりますのでご確認ください。

ご在知ですか? 藤十字運動を i 
o手十字は、皆さんの身近なところで活動して O赤十字には表彰制度があります
〉ま--90

jでは、どのような活動をしているのでしょうか。[普通社員]
一 *災害救護活動

災害がおきた時に必要な、毛布・日用品等の救 く〉基準額 500円以上
i援物資が提供されています *納入方法 毎年

*国際救掻活動 。*表彰内容 プラスチック

i 紛争や自然災害で苦しむ世界の人々の救援が行 門標
iなわれています。[特別社員]

*血液事業 く>基準額 1万円以上
j 医療に必要な血液を、国内の献血で自給できる *納入方法 毎年1，000円以上
a ょう全力を尽くしています。 又は一時に 1方 円 以 上

*青少年器十字活動恒奉仕団活動固救急法や家 キ表彰内容・感謝状 陶器製門標(法人は木札大
E 庭看護法の講習会等も行なわれています。 型)

女このような赤十字の活動は、皆様から寄せら 銀色バッジ(個人)
れたネ1:費により行われています。<>基準額 3万 円 以 上

*納入方法 毎年 3千円以上又は一時に 3万円 以
5月は赤十 字運動月間です。県下一斉 上

: (こ蔀十字社員増強運動が行われます。 陶器製門標(法人は木札大型)金色ノすツジ(イ固人)
一 ※20万円以上の場合、右功章とし寸表彰制度もi当町も募金や新規社員の募集fz:取り組み あります。

E ますD 皆さんのご協力をお願い散します。 詳しくは、役場福祉課町民福祉係(宮 52 - 1 
111 ・(有)2071) までお間しミ合わせくださしミ。

12-



ふれおい会館だより

大和窯陶芸
グループ作品展

大和釜陶芸グループの皆さんが、

窯入れから窯出しまで丹念に作り

上げた焼き物作品、約50点が展示

されます。

[期間] 5 月 18 日 ~26 日

(月曜日休館:午前 9時~午後 5

日寺)

I場所〕ふれあい会簡ギャラリー

+寝盟

事業主の皆さんへ

労働保険料(労災保険十雇用保

険 )の申告ー納付はお済みですか

平成11年度の更新手続きは、 5月

20日までです。

Iお問い合わせ1愛媛労働基準局

労 災 補 償 課 ( 雷 089-935-

5 2 0 0 )または、最寄りの労働

基準監督署まで。

随・E持主主車持強詔詩語器搭荘荘在京現時限現詔将拝需品主詫aml臨

憲章喜 2富田さっき展示会
襲 査開催します

中央公民館とさっき同好会との

共催により、 H頃 丹 精 込 め て 育 て

られたみごとなさっきの数々が所

狭しと展示されます。

{日時] 5 月 29 日 ~6 月 3 日(午

前 8時30分~午後 5時、最終日は

午後 3時まで)

ド易戸斤}ふれあい会館

昨年行われたさっき展示会
抵髄描草草臨謹接接醐醐翻誼翠思蹴繭説話蹴珪醐

富料理教室を開催します

一人住ましミで65歳以との方を対

象に、料理教室を開催します。女

性 の 方 だ け で なく、男性の方もふ

13 

るってご参加ください。

参加を 希望される方は、次によ

りお申し込みください。

I申込期限] 5月 31日(金)

[申込先。お問い合わせ]長浜町

保健センタ (雷 52-3055・

清)2095) まで。

I参加料]無料

な お 、開催日時。場所は、申込

者に追ってお知らせします

γ匂議議ア…
平成11年 度 第 1次二等陸、海、

空士採用 試 験 を 行 い ま す 。 試 験 日

及び試験場は次のとおりです

[募集期間]0男子(平成11年度

第 1次分) ・・4 月 1 日 ~6 月 7 臼

fパff///ジ
戸撃圏ふj

i次

{言式験!其月日] 6月 8日 (メこ)

I試験場]陸上自衛隊松山駐屯地

(松山市南梅本町乙115番地)

Iお問い合わせ1自衛隊募集事務

所 ( 宮 24-4123) または役

場住民課(宮 52-1111) ま

で。

!新刊情報ーす
~長浜町立図書館~

書名 著者

.0永遠の仔(仁・下) 天童 荒 太

:0貧 乏 だ け ど 賛 沢 沢木耕太郎

'0家族の崩壊 四方寿雄

:0生きがいの本質 飯田史彦

:0楽老抄 田辺聖子 1

"'" ¥ ¥ 

議!
jj j 

セールスマンがやって来て、外壁工事や屋根のふき替えつ仁事を

「目立つ場所なので宣伝になるJIカタログに写真を掲載させてもら

うJなどと、特別安い金額でできるように言います。見本工事だか

ら安くできたと思っていたら、実際は安くはないのです。

契約を急がせたりする業者は要注意で、す、必ず見積もりをとって

上ヒ車交をしましょう。

悪徳商法でお困りのことがありましたら、次の所まで遠慮なくご

宇目五炎ください。

[相談先]八幡浜地方局くらしの窓口(盟 o8 9 4 ~ 2 4 ~ 3 7 0 

o )または、役場経済課(盟 52~1111 ・出 2 1 2 1 )まで。
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ふ
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防

常

唾

一

一

刑

引

¥

(

心

一

円
改
正
mw
ポ
イ
ン
ト
〕

一
、
最
高
税
率
の
引
下
げ

平
成
十
一
年
度
分
以
降
の
個
人
町
・

県
民
引
所
得
割
の
税
率
の
う
ち
課
税
所

得
金
額
七
百
力
円
超
の
部
分
に
適
用
き

れ
る
町
民
税
の
税
率
が
次
の
と
お
り
引

下
げ
ら
れ
ま
す
。

一
一
、
特
定
扶
養
親
族
に
か
か
る
控
除
額

の
引
上
げ

特
定
扶
養
親
族
(
平
成
十
今
年
度
に

つ
い
て
ほ
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
生
の
者
)

一
人
あ
た
り
の
謹
除
額
が
次
の
と
お

り
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た

(改正前)

41汀円

? 

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
ほ
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
山
昨
日
苫
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
柱
出
想
の
啓
発
に
努
め
つ
一
心
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
い
ま
す

一
ニ
、
定
率
に
よ
る
税
額
控
除

平
成
十
一
年
度
分
以
降
の
例
人
町
・

県
民
税
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
率

に
よ
る
悦
額
控
除
を
行

い
ま
す
り

①
定
率
に
よ
る
税
額
持
除
は
、
そ
の

者
の
個
人
町
・
県
民
税
所
得
割
額
か
ら

埋
除

ー
一
定
率
に
よ
る
税
額
控
除
の
額
は
、

個
人
町
・
県
民
税
所
得
劃
額
の
一
五
%

相
虫
額
。
た
だ
し
、
-
五
%
相
当
額
が

同
万
円
を
越
え
る
場
合
は
四
万
円
を
限

度四
、
個
人
町
県
民
税
の
非
課
現
隈
度
額

の
引
上
げ

平
成
十
一
年
度
分
以
軒
の
個
人
町
・

県
民
税
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
が
次

の
と
お
り
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。
(
明
表
)

五
、
平
成
十
二
年
一
月
一
回
以
降
の
延

滞
金
の
割
合
の
見
直
し
に
つ
い
て

税
金
を
納
間
限
ま
で
に
完
納
し
な
か
っ

た
と
き
の
延
滞
金
の
計
算
方
法
が
、
当

分
の
聞
の
措
置
と
し
て
、
前
年
の
十
一

月
三
十
日
を
経
過
す
る
と
き
に
お
け
る

表

s庁得金額三玉 35万円×家扶数(本人十扶 l 
I 1主者の数)十力日算額30万円 | 

所得金額三五 35万円×家扶数(本人十扶 | 

ト)t~0);竺+11u叩31 万円
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別「
公
定
歩
ん
円
十
四
%
」
が
七
・
三
%
を

下
回
る
場
合
、
そ
の
年
内
(
一
月
-
ー

か
ら
十
一
一
月
三
十
一
日
ま
で
)
の
延
山

金
は
、
「
ハ
公
定
歩
台
十
四
%
」
と
な
り

ま
す
。な

お
、
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
制
は
、

役
場
悦
務
課
(
官
五
二
ー
一
一
一
一
・

偏
二
口
川
二
)
ま
で
お
問
い
ん
u
わ
せ
く

だ
さ
い

長
浜
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、
法
語
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁

護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。黒菅石酉

進
(
長
浜
岡

5
2
1
0
3
6
9
)

子
(
下
讃
戒

a
5
2
1
0
2
8
4
)

畳
(
出
海
・

5
3
1
0
5
7
5
)

治
(
由
滝
・

5
4
1
0
1
2
9
)

国

幸

井山

武



L
E
T
Sタ
棚
グ
キ
シ
グ

生
活
政
審

や
か
グ
ル
ー
プ

さ
つ
ま
い
も
と
鶏
肉
の

シ
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(

四
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分

)

『
オ
斗
d

F
A
咋
巾
キ
』

ー
さ
つ
ま
い
も

却
も
も
肉

ブ
ロ
ッ
コ
リ
l

水割\__.l，.)~ ~ 
Lこ Lこさ f乍 l

さしつり粉小マ胡塩固牛タ
らてま方チ麦 I *叔 形乳マ
し三ぃ一 l 粉 ガ ス ネ
打 j もズ 1) I ギ
ち四は ン プ
上 c皿山 ( 
げのご チ
て長と キ
おきあ λ 大 人 小ン
くにら さささ さ)六 四四
。切い じじじ じ o 0 0  

り六 四四三適一 ~O 一一 00
、つ 杯杯杯量杯個じc 個株 g g 

イモ
晶表
王者
七
I菊
(地

主
二子

②
一
鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、
転
く
塩
・

胡
椴
を
ふ
る
。
タ
マ
、
不
ギ
は
H

山
い
切
り
に

す
る
。

③
厚
手
の
鍋
に
マ
ー
ガ
リ
ン
大
豆
じ
二
一

杯
を
溶
か
し
て
、
県
肉
を
色
づ
か
な
い

よ
う
に
妙
め
て
、
さ
つ
ま
い
も
、
タ
マ

会誌
号ー入

ネ
ギ
を
加
え
て
、
サ
ッ
と
妙
め
る
。
小

麦
粉
を
加
え
、
粉
っ
ぽ
さ
が
無
く
な
る

ま
で
妙
め
る
。

④
続
け
て
牛
乳
を
注
ぎ
入
れ
、
ほ
ぐ

し
た
ス

1
プ
の
素
を
加
え
、
中
火
で
混

藤聞流藤知舎

(舞踊)

私
た
ち
の
会
は
、
先
生
を
お
迎
え
し

て
ご
指
導
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
早
い
も
の
で
も
、
っ
一
ト
l

年
に

な
り
ま
す
。

舞
踊
は
、
頭
の
体
操
に
も
体
の
休
抗

に
も
な
る
ぽ
か
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に

も
な
り
ま
す
。
女
が
男
に
な
っ
た
り
男

が
女
に
な
っ
た
り
、
年
輩
の
方
が
娘
に

オ
L
m
九
校
生

活
が
は
川
U
T
ス
t
f

ぜ
な
が
ら
煮
立
て
、
ふ
き
こ
ぼ
れ
な
い

火
力
で
さ
つ
ま
い
も
が
柔
ら
か
く
な
る

ま
で
煮
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
も
加
え
、
塩
・

同
棋
で
味
今
一
整
え
る
。

一一一

1
0
0
間
五
)

一
練
習
日
一
毎
週
火
曜
日
(
午
後
六
時

j
九
時
半
)

{
練
習
場
所
}
中
央
公
民
情

{
会
員
}
藤
間
伊
知
公
、
藤
間
川
知
郎
、

今
村
田
鶴
子
、
渡
辺
和
子
、
山
本
シ
ケ

ミ
、
賓
生
久
子
、
中
川
月
子
、
川
町
四

江
、
高
津
和
恵
、
丸
井
美
都
官
、
弘
府

悠
紀
子
、
片
山
ヨ
シ
子
、
井
上
秀
子
、

谷
井
光
一
息

な
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
物
に
な

れ
て
、
眠
っ
て
い
る
と
き
ほ
嫌
な
こ
と

も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
文
化
祭
を
は

じ
め
、
敬
老
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
呼
ん
で
も
ら
っ
て
、
会

員
一
同
楽
し
く
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

子
ど
も
で
も
大
人
で
も
、
好
き
な
曲

が
あ
れ
ば
先
生
に
振
り
付
け
し
て
い
た

だ
け
ま
寸

J

毎
週
火
曜
日
に
中
央
公
民

館
で
川
判
官
し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
に
楽

し
い
で
寸
よ
、
皆
さ
ん
も
思
い
つ
い
た

ら
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

一
代
表
者
一
貫
生
久
千
(
櫛
生
・
宮
五

藤間流藤知会の皆さん

¥
つ
わ
京
〆
¥
ド
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自
分
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を

ー
二
ユ
}
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い

1

たらつタ
。才ゴ とぐ | 

年いで n
1ffが、て
り 問 主 主 十
主{伴ーム八
むさ何日
九れ二
十 、 ゴー 釘J
壬l 旧丁 ! ラ了
人 i勺ス音
がのポイ本
参子 I 育
力日 f共ツセ
しカミ σコン

こ
の
日
行
わ
れ
た
の
は
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
川
種
目
で
、

初
心
者
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
も
の
。

参
加
者
ら
は
、
見
ょ
う
見
ま
ね
で
各
種

U
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
集
ま
っ
た

仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
ま
た
一
つ
深
め

J
 

地
域
振
興
券
を
交
付

よ
旬
効
期
限
は
九
月
木
ま
で

1

四
月
一
日
、
町
体
育
館
で
、
地
域
振町体育館で行われた地域振興券の交付

'%J 

O白_Ibづ@
ι=三ユマ7μ、

興
券
の
交
付
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
振
興
券
は
、
子
育
て
支
援
と
個

人
消
費
の
喚
起
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
口
的
に
ん
k

凶
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
町
内
の
交
付
対
象
者
は
三
千
二
一
百

三
寸
ト
人
。

交
付
初
日
の
こ
の
川
、
お
年
寄
り
ゃ

子
ど
も
の
親
な
ど
会
坊
を
訪
れ
た
交

μ

条
件
の
該
当
者
ら
は
、
「
振
興
券
の
取

扱
庖
や
有
効
期
限
に
勺
い
て
;
一
な
ど
、

役
場
の
担
当
者
か
ら
げ
品
明
を
そ
け
な
い
か

ら
、
令
人
当
た
り
一
一
万
円
分
の
振
興
券

を
受
け
取
っ
た
。

グラウンドゴルフに挑戦する参加者

町
の
教
育
充
実
を

ー
教
育
事
始
め
式
¥

四
月
十
二
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
大
ホ
ー

ル
で
平
成
十
一
年
度
教
育
事
始
め
れ
入
が

開
催
さ
れ
、
教
育
関
係
者
ら
百
九
[
川

人
が
出
席
し
た
。

こ
れ
は
、
長
浜
町
の
教
育
充
実
号
制

し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
式

で
は
、
一
物
任
教
職
員
の
紹
介
や
、
当
町

の
教
育
基
本
方
針
の
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
引
き
続
き
、
生
恒
学
習
推
進
講

師
で
州
い
よ
ぎ
ん
地
域
経
済
研
究
セ
ン

タ
ー
の
大
塚
恭
子
先
生
に
よ
み
講
演
が

行
わ
れ
、
出
席
者
は
、
「
厳
し
い
時
代

画
↓民民
生二二

装置

右
配
夫
「
チ
ヅ
ル
と
書
い
て
あ
る
も
ん

で
若
い
人
か
と
思
っ
た
」
と
云
ふ

阿

田

チ

ヅ

ル

脚
-
州
混
布
を
し
て
も
効
き
目
な
く
古

稀
を
過
ぎ
て
る
身
と
あ
き
ら
め
る

土

古

性

春

F

ナ

暮
れ
潮
に
手
速
き
嫁
は
磯
貯
蝋
を
打
ち

来
て
タ
嗣
は
土
手
鍋
を
囲
ふ
り

沢

井

カ

メ

代

防
風
の
杉
の
花
粉
の
舞
ふ
中
に
た
一
汗
ば

み
つ
労
定
を
す
る

波
多
野

コ
チ
ヨ

を
生
き
残
る
た
め
に
は
、
職
業
に
生
か

せ
る
生
涯
予
習
が
大
切
だ
」
と
め
話
に

静
か
に
斗
を
傾
け
て
い
た
。

籾
設
を
袋
に
入
れ
て
蓮
華
畑
す
わ
れ
ば

胤
が
そ
よ
と
過
ぎ
ゆ
く上

川

花

子

折
込
に
春
へ
の
ダ
ッ
シ
ュ
と
あ
る
衣
料

半
世
紀
逆
行
す
れ
ば
着
れ
る
の
に

生

田

八

重

子

H

櫛
生
小
学
校
日

も
も
の
伝
川
に
ひ
ら
ひ
ら
ま
い
お
り
る

六

年

西

内

油

希

M
K
さ
き
一
作
生
の
入
学
だ

六

年

増

田

正

和

桜
散
る
入
牟
式
は
ぴ
か
ぴ
か
だ

六

年

谷

井

祥

平

れ
ん
げ
草
細
て
を
す
れ
ば
首
か
ぎ
り

六

年

前

水

良

講演を行う大塚先生

森
の
お
く
小
さ
な
命
が
芽
を
出
し
た

ぃ

ハ

午

村

上

何

時

か

緑
か
ら
き
わ
や
か
黄
色
き
ん
も
く
せ
い

六

年

増

間

美

絵

桜
の
木
花
び
ら
散
っ
て
き
れ
い
だ
な

六

年

来

野

和

也

春
に
な
り
す
い
み
ん
時
間
ア
ッ
プ
し
た

六

年

神

内

泊

児

満
開
に
桜
が
さ
い
て
お
花
見
だ

六

年

山

本

瑠

美

か
た
つ
む
り
あ
じ
さ
い
さ
い
て
わ
ら
っ

て

る

し

八

年

山

本

瑠

菜

れ
ん
げ
草
ベ
ッ
ト
の
か
わ
り
で
い
い
気

-16-

六

年

下

坂

打

紗

太
陽
が
雲
に
か
く
れ
て
か
〈
れ
ん
ば

六

年

菊

地

正

売

春
の
日
は
出
会
い
と
別
れ
の
真
最
中

六

年

谷

岡

市

旦

沙

春
に
な
り
教
室
と
な
り
に
引
っ

持
ち

る

年

利
江
子

始せん日:6月15自決)示内
ト ムン引/ホ宝くしは通信販売てもお求めになれますl

どワそご利用下さいも 1棺300円
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f三;

説
副
小

田
川
，
f

盤
、
ヤ
じ

田一一じ

2
4
F
a

，、
幽
議
室

謹
一
チ
四
回
軌

謹
む
険
目
立



鱗
地
域
福
祉
向
上
の
功
績
側

海

岨

品

情

川
町

1
長
浜
町
社
会
福
祉
大
会
1

制

門
社
会
福
祉
功
労
}
神
西
ミ
ツ
コ
(
曲
一
一
民

茂
)長

浜
町
長
感
謝
状

二
一
月
今
十
川

υ、
町
体
育
館
で
第
三

十
凶
長
浜
町
社
会
福
朴
大
人
五
が
開
催
さ

れ
、
地
肢
の
社
会
福
祉
向
上
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
や
川
体
が
、
次
の
と
お
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
ご
(
敬
称
略
)

長
浜
町
長
表
彰

{
社
会
福
祉
寄
付
功
労
〕
長
一
山
町
文
化

協
会
(
岡
野
時
蚊
会
長
)
、
一
時
葉
流
友

弥
会
(
泉
友
江
代
表
)

〔
献
血
運
動
功
山
野
}
高
柘
直
人
(
長
涼
)
、

今
一
一
円
美
津
子
・
漬
江
和
子
(
以
上
沖
浦
)
、

二
宮
公
佳
(
櫛
生
)
、
中
野
冨
美
香

(
ド
須
戒
)

町
社
協
会
長
表
彰

【
社
会
福
祉
功
労
〕
一
品
川
選
犬

渡
遺
仁
之
助
一
耐
生
)
、
尾
上
版
、
で

(
大
和
小
)
、
松
本
祐
樹
一
一
日
茂
小
一
一
、

吉
本
勇
(
豊
民
¥
一
、
山
市
中
雪
子
(
柴
一
一

【
地
域
福
祉
功
労
〕
マ
何
人
:
・
矢
野
一
h

春
の
よ
う
に
温
か
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
芹
佳
一

と

名

付

け

ま

し

た

。

一

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
い
つ
ま
で
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
一

な
く
素
直
に
白
分
の
道
を
歩
い
て
ほ
し
い
で
す
。
一

れ一
ま
一

生一
口は幽

ハX
U
回

同
月
四

F
h
u
回

年
一

ハ川
U

圃

成
一

立
i

一

品
嗣
叩

油川ちゃん矢

(
父
日
寿
一
さ
ん
・
母
H

い
づ
み
さ
ん
)

再
(
長
浜
)
マ
団
体
・
:
櫛
胤
会
〈
山
本

一
院
明
会
長
〉
(
櫛
生
)

町
社
協
会
長
感
謝
状

{
民
生
委
員
多
年
勤
続
〕
洞
汗
良
子
・

平
田
豊
子
(
以
上
長
浜
)
、
城
ヶ
泊
三

樹
雄
(
沖
浦
)
、
久
保
正
甫
亘
…
同
一
一
、

松
浦
悦
美
(
櫛
生
)
、
坂
本
末
男
(
出

海
)
、
熊
野
強
(
白
滝
)
、
西
宮
幸
子

(
柴
)

〔
社
会
福
祉
事
業
寄
付
功
労
〕
マ
個
人
:
・

寓
代
ア
キ
コ
(
沖
浦
)
、
清
田
満
雄
・

久
保
千
代
子
・
西
岡
正
則
(
以
上
黒
田
)
、

宮
城
修
二
(
出
海
)
、
入
船
満
点
・
日

田
稲
生
・
矢
野
和
子
(
以
ト
下
征
成
)
、

佐
々
木
文
也
・
藤
測
サ
ト
ミ
一
以
上
台

茂
)
、
久
保
儀
隆
(
白
滝
)
、
凶
崎
美
智

子
・
木
原
虞
寿
信
・
佐
相
仁
作
一
一
以
上

大
洲
市
)
マ
団
体
:
・

N
S
K
同
好
会
〈

白
石
亀
徳
代
表
〉
(
長
浜
)
、
相
生
演

歌
ク
ラ
ブ
〈
小
川
政
雄
代
表
〉
(
下
須

L
F
~
J
 

(
汁
}

宇

品

川
Y
内
川

V内
川
正
川
本
川

V
A
M品
川

Z

M
品
川

Z
川

W
A川
叩

活
殺
人
事
件
瞳
査
に

時

ご

協

力

を

i

昏

1
大

洲

警

察

署

1

一
一
昭
和
五
十
九
年
七
月
十
千
八
日
一
け
は
)

岳
未
明
に
、
松
山
市
泉
町
の
ア
パ
ー
ト
で

話
看
護
学
生
の
毛
利
久
美
代
さ
ん
が
殺
吉

告
さ
れ
た
事
件
は
、
時
効
ま
で
あ
と
わ
ず

立
か
で
す
。

瀬戸内海大橋完成記念イベントしまなみ海道ヲω
r争 勾羅号翠う豊事-'L

G)前亮時入場
仁浦町の「多々羅リゾートパーク・しまなみ村」の中に、伯方町特

長の天然塩 を 使 い 、 海 水 よ り も は る か に 濃 い 塩 水 を 入 れ た 世 界 初の

「多々羅うきうきプール」を作りました心

だれでも簡単にぷかぷか芹カミぶことができ、心も体もリラックス。

他では味わえない無重力体験をお棄しみください。お得な前売り入場

券を、県内のプレイガイドなどで販売していますので、ぜひお買い求

めください。

E期間J 5月 1日-10月17日
〔営業日寺間〕午前10時~午後 8Wj 

E入場料】前売り大人・・・500円(当日700円)

前 売 り 小人(小学生・中学生)

・・・250円 (当1''1100円)

[お聞い合わせ1受腰県 Lまなみ海道'99

イベント妥口会今治事務所(宮 0898 

33-8066) まで

[
霞
長
多
年
勤
続
}
一
色
壮
一
・
武
元

賢
芳
・
白
石
亀
徳
・
谷
勝
園
・
美
野
石

士
口
(
以
上
長
浜
)
、
井
上
邦
敏
(
黒
岡
)
、

川
端
地
道
来
(
下
f

如
、
氏
)
、
松
田
重
高

/
卜
若
松
一
、
山
本
数
政
市
立
茂
)

{
民
生
委
員
多
年
勤
続
〕
白
形
友
江
-

H

牒洲一九
γ
よ
ほ
(
以
L
し
長
一
段
)
、
藤
岡
弘

(
曲
京
茂
)
、
一
日
恒
見
一
一
成
川
)

二
郎

一節…
浄

!
¥
h
d

一明非ぃ

.
九
九
J
必
U

一一改てが
一縦一-一一ン一

品tf 
Jf 

h

止戚

でい恥『…

N
J
)

〉
グ
パ
〉
2

F

ぐ

¥
r
b
A
/
f

販菟申』九

以

内

ω
A
m
w
A
M
A叩
い
市

A
M
V内川
whM

O
当
時
、
現
場
付
近
を
通
行
し
た
人

0

0
当
晴
、
不
審
な
人
を
見
か
け
た
人
。

一
心
犯
人
の
噂
を
聞
い
た
人
。

企
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

一
通
報
先
}
松
山
東
警
察
署

(
E
O
八

九

九

四

三

O
一一

O
)
ま
た
は
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
O
一
J
O
i
三
八
六

四
四
四
ま
で
。
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元
気
な
地
域
づ
ぐ
り
を
目
指
し
て

J

一

1
櫛
生
の
中
峯
集
会
所
が
完
成

1

一

昨
年
の
九
月
か
ら
、
櫛
生
の

一

中
峯
に
建
築
を
進
め
て
い
ま
し

一

た
集
会
所
が
、
二
月
二
十
四
日

一

に
完
成
し
ま
し
た
。

一

同
地
域
で
は
、
以
前
か
ら
集

一

会
等
を
行
う
施
設
が
な
く
、
大

-

変
不
便
な
中
で
各
種
活
動
に
取

一

り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
待

一

望
の
集
会
所
完
成
に
よ
り
、
コ

一

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
活
動
の
向
上
と
地

一

域
連
帯
意
識
の
醸
成
が
図
ら
れ

一

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

一

な
お
、
事
業
概
要
は
、
木
造

一

瓦
茸
平
屋
建
(
和
室
二
、
台
所

一

て
ト
イ
レ
二
)
面
積
は
、
一

一

O
八

三

d
と
な
っ

て
い
ま
す
。」

完成した櫛生の中峯集会所

喝P
結

婚
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私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
こ
の
春
よ
う

や
く
息
子
が
小
学
校
に
入
学
い
た
し
ま

し
た
。
ま
だ
数
え
る
ほ
ど
し
か
通
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
家
で
得
意
げ
に
話
す
に

は
、
「
小
学
校
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
な

ん
て
知
ら
ん
か
っ
た
・:」

と
の
こ
と
。

何
を
ど
う
評
価
し
て
の
コ
メ
ン
ト
な
の

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
と
も
か
く
今

は
学
校
に
行
き
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い

と
い
っ
た
様
子
。
私
と
し
て
は
、
頼
も

し
い
や
ら
、
な
ー
ん
か
分
か
っ
て
い
な

い
よ
う
で
不
安
や
ら
・:
。

し
か
し
、
教
育
現
場
で
は
、
そ
ん
な

悠
長
な
こ
と
を
言
つ
て
は
い
ら
れ
な
い

事
態
が
起
こ

っ
て
い
る
の
が
現
状
。
先

生
方
に
は
、
種
々
相
当
の
ご
苦
労
が
あ

る
こ
と
と
察
し
ま
す
。
我
が
子
に
自
分

以
上
の
も
の
は
求
め
ま
せ
ん
が
、
求
め

な
い
こ
と
が
罪
に
な
る
こ
と
も
多
々
あ

り
。
風
薫
る
春
、
私
も
ま
だ
ま
だ
勉
強

中
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
(
や
)

5月 1日 はしまなみ海道開通の

日である。海道にあたる島々の人々

の歓喜の声が響き、将来への期待

カ汗云わってく る 。 ま さに、 3~喬時

代の到 来で 歓び に溢れる 。

その反面、平成 4年開設以来、

住民や観光客に愛されたある渡海

船は、 5月はじめに廃業となり、

船 員 18人 の うち11人 が 職場を去る

ことにな っている 。再就職もおぼ

つかない。 その他、 50年以上も渡

海船と 共に生きてきた人の「時の

流れには勝てなし、」の声、 30年近

い 仕事にピリオドを打つ人、 230

余人の船員が職を失う見込みだ。

しまなみ海道を船でく ぐる度に

人目をヲ|くのは、世界ーを誇る斜

張橋多々羅大橋の主塔の立派さで

ある。観光 船 乗 客の賞賛の声に、

しまなみ海道の完成の恩恵、が身に

しみてくる。 振り返ると、 30年前

に は30隻近くあった渡海船は、現

在では 8隻 を数え る に 過 ぎ な い。

「橋は海渡船泣 かせよのう」と

船 員はつぶや く。 渡 海 船業 に生活

を支えてきた人々の 悲 哀 の 声 で あ

る。再び「とうか いさん」と親し

み のある乗客の声を聞くこともな

いと思うとき、渡 海船暮らしが懐

かしくなる。 再就職も心に沿う職

はないだろう が、家族の生活を思

えば、わがままも言えぬと腹をく

くる。失業者の溢れる不況時代は

両 肩に重くのしかかる 。

この不況時代を 克服するために

も、長浜町は今こ そ行政 ・議会 ・

町 民が一体となり 、長浜町 の 抱 え

る諸問題に取り組み、行革を行い、

夢の溢れる 町 づく りに努力し合い、

明る く豊かで住みよい町づ くりを

行いたい も の で ある。

人口・世帯数のうごき

3月 末 現在 前月と の比較

10，091人 49人減

A 口 (男 4，760人) (男18人減)

女 5，331人 女 31人減

世 帯 数 3，640世帯 9世帯減
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